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建 設 部 門

南田議員

伊藤議員

藤本議員

　
こ
の
山
は
急
斜
面
で
保

安
林
で
あ
り
、
流
出
の
危

険
が
あ
る
。
ま
た
開
発
地

と
し
て
も
条
件
が
悪
い
し
、

現
在
の
経
済
情
勢
で
は
需

要
が
な
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
県
道
矢
野
安
浦
線
等
町

内
の
主
要
計
画
道
路
の
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
後
の

鏡
面
の
状
況
や
劣
化
状
況

を
把
握
し
て
い
な
い
。
設

置
だ
け
で
は
安
全
は
確
保
さ

れ
な
い
。
町
民
の
安
心
安

全
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
。

　
町
が
一
定
の
ル
ー
ル
を
定
め

た
上
で
土
地
利
用
を
行
う
こ

と
で
、
地
元
住
民
が
不
安
に

思
う
産
業
廃
棄
物
処
分
場

な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と

いっ
た
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
、
事

業
効
率
や
コ
ス
ト
の
面
か
ら

も
、
今
回
事
業
実
施
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
県
道
矢
野
安
浦
線
に
つ
い

て
は
、
川
角
工
区
↓
拡
幅
工

事
の
た
め
の
用
地
買
収
、
萩

原
工
区
↓
ト
ン
ネ
ル
工
事
着

手
に
向
け
た
関
連
工
事
や
設

計
、
道
垣
内
交
差
点
↓
10

月
末
に
地
元
説
明
会
を
実

施
、
と
い
う
状
況
。

　
県
道
瀬
野
呉
線
は
、
矢

野
安
浦
線
バ
イ
パ
ス
延
伸
時

に
接
続
す
る
区
間
の
用
地
買

収
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
町
道
出
来
庭
川
角
中
央

線
に
つ
い
て
も
来
年
度
か
ら

工
事
に
着
手
し
た
い
。

　
設
置
位
置
は
道
路
台
帳
に

記
載
し
て
い
る
が
、
劣
化
状

況
は
細
か
く
把
握
が
で
き
て

い
な
い
た
め
、
対
応
策
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
道
路
台
帳
に

基
づ
い
て
現
地
調
査
を
実
施

し
、
老
朽
度
を
把
握
し
て
計

画
的
な
改
修
を
行
う
と
と
も

に
、
適
切
な
維
持
管
理
に
も

努
め
、
町
民
の
安
全
安
心
を

確
保
し
た
い
。
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　　深原地区保安林開発について

　　主要計画道路の進捗状況について

　　町民の安全について（カーブミラーの維持管理）
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　　　事業実施に向けた取り組みを進めることが適当と考える（三村町長）

　　　県道を中心に各線で事業は進められている（上馬場建設部長）

　　　現地調査を実施し、適切な維持管理に努める（森本建設課長）
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教 育 部 門

冨士議員

山吹議員

山野議員

　
町
民
文
化
祭
の
開
会
は
、

玄
関
ホ
ー
ル
で
は
な
く
講
堂

を
使
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
来

場
者
の
た
め
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
走
ら
せ
て
は
ど
う
か
。

　
来
年
度
、
小
学
校
１
、２

年
生
を
対
象
と
し
た
書
道

教
育
を
行
う
と
聞
い
た
が
、

進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
全
国
学
力
テ
ス
ト
等
に
つ

い
て
も
大
規
模
な
縮
小
に

迫
ら
れ
て
い
る
。
町
独
自

で
実
施
し
て
き
た
学
力
テ
ス

ト
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
開
会
式
に
つ
い
て
は
、
数

年
前
よ
り
実
行
委
員
会
の
意

向
で
現
在
の
場
所
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
予
算
の

た
め
、
当
面
は
公
共
交
通
機

関
利
用
の
啓
発
等
に
よ
り
、

全
体
の
車
の
量
を
減
ら
す
方

向
で
努
力
し
た
い
。

　
こ
れ
ら
に
つい
て
は
、今
後
、

実
行
委
員
会
で
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
書
道
教
育
特
区
の
小
学

校
を
視
察
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

低
学
年
が
筆
を
持
ち
、
心
を

落
ち
着
け
て
書
道
を
行
っ
て

い
た
た
め
、
熊
野
町
で
も
導

入
し
た
い
と
考
え
た
。
そ
の

後
町
内
の
小
学
校
１
年
生
の

保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
と
こ
ろ
92
％
が
賛
成
の
意

を
表
し
た
。
校
長
会
等
で
了

承
を
い
た
だ
き
、
来
年
度
か

ら
年
間
15
時
間
の
書
道
科
を

新
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
町
内
一
斉
テ
ス
ト
に
よ
っ
て

学
力
向
上
の
た
め
の
課
題
を

把
握
し
、
主
要
教
科
の
教
科

部
会
を
開
い
て
課
題
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
在
は
熊
野
高
校
の
先
生
も

交
え
、
小
中
高
共
通
の
課
題

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
の
テ
ス
ト
は
、
子
供
達

の
学
力
向
上
に
非
常
に
有
意

義
で
あ
る
た
め
、
今
ま
で
同

様
実
施
し
て
い
き
た
い
。
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　　町民文化祭について

　　書写教育について

　　町実施の学力テストの存続について
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Ｑ

Ｑ

　　　今後実行委員会で検討していきたい（中村生涯学習課長）

　　　来年度から小学校低学年に書道科を新設する（西原教育長）

　　　学力向上に有意義であるため継続していく（加藤教育部長）

開会式でのユンタの会による琉呉太鼓


